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公認公認明野自動車学校明野自動車学校 ☎0296
（52）2811
☎0296
（52）2811

スピードプランとは：短期集中型プランです。当校の決めたスケジュールによる教習となります。
マイプランとは：予約設定型プランです。教習生の都合に合わせて予約を入れます。

あなたの就職前・入学前の免許取得を応援します。あなたの就職前・入学前の免許取得を応援します。
スピードプラン・マイプラン料金スピードプラン・マイプラン料金

スピードプラン＆マイプラン料金スピードプラン＆マイプラン料金
・料金は教習が順調に進ん
　だ場合の設定です。

・教習時限の乗り越し、検
　定不合格等により追加料
　金が必要となります。

ＡＴ車 302,400 円　ＭＴ車 315,600 円ＡＴ車 302,400 円　ＭＴ車 315,600 円

明野自動車学校の明野自動車学校の免許を免許を
取ろう!!取ろう!!
免許を免許を
取ろう!!取ろう!!
フリープランもあります。
料金は、スピードプラン・マイプランより 21,000 円安くなります。
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